
166 （73）

京
都
祇
園
の
芸
者
細
見
『
祗ぎ

園お
ん

細さ
い

見け
ん

芸げ
い

者し
ゃ

銘め
い

鑑か
ん 

全ぜ
ん
せ
い
い
と
の
ね
い
ろ

盛
糸
音
色
』

鍛
治
宏
介
・
酒
井　

光
・
浦
あ
ゆ
み
・
岡　

颯
馬
・
唐
沢
む
つ
み

水
田
健
斗
・
山
田
実
李
・
吉
田
茉
友
・
冨
岡
尊
羅

　

本
稿
は
、
京
都
祇
園
の
芸
者
細
見
『
祗ぎ

園お
ん

細さ
い

見け
ん

芸げ
い

者し
ゃ

銘め
い

鑑か
ん 

全ぜ
ん
せ
い
い
と
の
ね
い
ろ

盛
糸
音
色
』〈
文
政
五
年（
一
八
二
二
）九
月
再
板
〉
を
翻
刻
紹

介
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

細
見
と
は
、
妓
楼
や
遊
女
の
名
前
、
そ
の
揚
げ
代
な
ど
を
詳
細
に
列
記
し
た
遊
所
の
案
内
書
で
あ
り
、
冊
子
型
の
も
の
と
、
一

枚
摺
の
も
の
が
存
在
す
る
。
史
料
公
刊
や
研
究
が
進
む
江
戸
や
大
坂
の
細
見
に
比
べ
る
と
（
１
）、
京
都
遊
所
の
細
見
は
、
数
点
が
こ
れ

ま
で
紹
介
さ
れ
て
き
た
の
み
で
あ
り
、
研
究
の
遅
れ
は
著
し
い
。
そ
も
そ
も
京
都
の
遊
所
、
特
に
祇
園
の
研
究
は
、
そ
の
知
名
度

に
比
し
て
大
変
遅
れ
て
お
り
、
近
年
、
祇
園
祭
の
ね
り
も
の
や
、
京
舞
井
上
流
の
研
究
書
が
刊
行
さ
れ
、
よ
う
や
く
研
究
が
進
み

つ
つ
あ
る
と
い
う
現
状
が
あ
る
（
２
）。
そ
の
研
究
状
況
を
鑑
み
て
、
本
史
料
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
祇
園
研
究
、
京
都
遊
所
研
究
の
進

展
に
寄
与
し
た
い
。

　

史
料
を
紹
介
す
る
ま
え
に
、
祇
園
の
歴
史
に
つ
い
て
概
観
す
る
（
３
）。
京
都
の
遊
廓
は
日
本
最
初
の
公
認
遊
廓
と
も
い
わ
れ
る
天
正

一
七
年（
一
五
八
九
）公
認
の
二
条
柳
町
を
端
緒
と
す
る
が
、
そ
の
後
、
二
条
城
建
築
に
と
も
な
い
二
条
柳
町
は
六
条
柳
町
へ
移

〈
資
料
〉
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叶
屋
喜
太
郞
に
つ
い
て
は
、
以
前
、
指
摘
し
た
よ
う
に
京
都
祇
園
を
拠
点
に
活
動
し
た
一
枚
摺
を
得
意
と
す
る
板
元
で
あ
る
（
９
）。

本
史
料
に
は
「
京
な
は
て
」
と
住
所
表
記
が
あ
る
が
、
文
政
八
年（
一
八
二
五
）刊
行
の
麩
屋
源
右
衛
門
と
の
合
板
『
大
江
山
千
丈
ヶ

嶽 

鬼
神
退
治
平
均
録
』
の
刊
記
に
は
、「
京
縄
手
古
門
前
」
と
あ
り
、
京
都
祇
園
の
縄
手
通
り（
大
和
大
路
）と
、
古
門
前
通
が
交

わ
る
新
五
軒
町
を
拠
点
と
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る）10
（

。
本
史
料
の
匡
郭
右
欄
外
に
は
「
嶋
原
細
見
記
」
の
広
告
が
載
り
、
ま
た
文
化

一
三
年（
一
八
一
六
）刊
『
諸
国
色
里 

価
帳
独
案
内
』
）
11
（

の
巻
末
広
告
に
も
、「
細
見
板
元 

洛
東
草
紙
問
屋
」
と
い
う
肩
書
き
で
、

『
都
み
や
こ
し
ま
は
ら

嶋
原
細さ
い

見け
ん

記き

』、『
都み
や
こ
ぎ
お
ん

祇
園
細さ
い

見け
ん

記き

』『
古こ

今こ
ん

遊ゆ
う

女ぢ
よ

銘め
い

譜ふ

』
と
い
っ
た
遊
所
関
係
の
一
枚
摺
を
掲
載
し
て
お
り
、
祇
園
の
み
な
ら

ず
島
原
の
一
枚
刷
細
見
も
刊
行
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
現
物
は
未
見
で
あ
る
。
ま
た
寛
政
一
三
年
版
『
祗ぎ

園を
ん

細さ
い

見け
ん 

め
い

娼し
や
う
つ
ゑ

都
栄
』
の
広
告
に
は
、『
祗
園
細
見 

げ
い
妓
名
鑑
』
と
『
色
里
価
附 

一
夜
千
金
』
が
載
る
。『
祗
園
細
見 

げ
い
妓
名
鑑
』
は
先

述
し
た
通
り
、
実
際
に
刊
行
さ
れ
て
お
り
、『
一
夜
千
金
』
に
つ
い
て
も
、
大
田
南
畝
の
蔵
書
目
録
に
名
前
が
載
る
こ
と
か
ら
実

際
に
刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る）12
（

。

　

本
史
料
は
芸
妓
の
細
見
で
あ
る
が
、
叶
屋
は
芸
妓
の
み
な
ら
ず
、
遊
女
の
細
見
も
刊
行
し
て
い
た
こ
と
は
前
述
し
た
通
り
で
あ

る
。
ま
た
文
化
四
年（
一
八
〇
七
）に
は
、『
女
浄
瑠
璃
見
立
寄
水
辺 

音
曲
玉
珠
筥
』
）
13
（

と
い
う
、
京
都
の
花
街
の
女
浄
瑠
璃
の
見
立

番
付
を
刊
行
し
て
お
り
、
さ
ら
に
文
化
六
年（
一
八
〇
九
）に
は
、
武
村
吉
兵
衛
と
吉
野
屋
勘
兵
衛
と
合
同
で
、
京
都
の
遊
里
に
関

す
る
事
物
や
語
彙
を
、
千
字
文
に
仕
立
て
た
冊
子
『
青
楼
千
字
文
』
）
14
（

を
刊
行
し
て
い
る
。
祇
園
と
深
い
関
わ
り
を
も
っ
て
出
版
活

動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

一
枚
摺
で
は
な
く
冊
子
体
の
祇
園
芸
妓
の
細
見
で
あ
る
『
全
盛
糸
音
色
』
）
15
（

の
安
政
四
年（
一
八
五
七
）版
巻
末
で
は
板
元
で
は
な
く
、

「
遊
女
屋
取
締
惣
代
京
屋
喜
兵
衛
」
の
名
代
と
し
て
「
叶
屋
喜
兵
衛
」
の
名
が
載
っ
て
い
る
。
遊
女
屋
取
締
惣
代
の
来
歴
や
役
割

（74）

転
す
る
。
六
条
柳
町
は
、
公
家
衆
の
あ
い
だ
に
「
六
条
ク
ル
イ
の
衆
」
を
う
み
だ
す
ほ
ど
栄
え
る
が
、
寛
永
一
七
年（
一
六
四
〇
）、

郊
外
の
島
原
に
移
転
し
て
、
以
後
、
江
戸
時
代
を
通
し
て
、
島
原
が
京
都
に
お
け
る
公
認
遊
廓
と
な
る
。
し
か
し
、
島
原
は
観
光

都
市
京
都
に
あ
っ
て
、
余
り
に
郊
外
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
次
第
に
廃
れ
て
い
き
、
祇
園
な
ど
の
都
市
中
心
部
に
近
い
繁

華
街
に
お
い
て
、
茶
屋
に
雇
わ
れ
た
茶
立
女
が
、
遊
女
同
様
の
接
待
を
行
い
、
客
を
呼
び
込
む
よ
う
に
な
っ
て
い
き
、
遊
所
と
し

て
発
展
し
て
い
く
。
京
都
町
奉
行
所
は
あ
く
ま
で
島
原
を
公
認
遊
廓
と
み
な
し
て
、
島
原
以
外
に
お
け
る
茶
立
女
ら
の
活
動
の
取

り
締
ま
り
を
行
っ
た
が
、
本
史
料
の
売
り
出
し
文
に
も
「
寛
政
元
酉
年
遊
女
屋
株
蒙
御
免
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
寛
政
元
年

（
一
七
八
九
）一
一
月
に
、
祇
園
町
同
新
地
、
二
条
新
地
、
七
条
新
地
、
北
野
上
七
軒
」
の
四
ヶ
所
に
対
し
て
、
一
定
の
条
件
付
き

な
が
ら
も
、
遊
女
商
売
を
公
認
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、
天
保
の
改
革
に
よ
り
、
天
保
一
三
年（
一
八
四
二
）、
四
ヶ
所
の
公

認
が
取
り
消
さ
れ
た
り
も
し
た
が
、
八
年
後
の
嘉
永
四
年（
一
八
五
一
）に
、「
京
都
潤
助
」
を
名
目
に
、
祇
園
町
同
新
地
以
下
の

四
ヶ
所
に
お
け
る
遊
所
経
営
が
復
活
し
て
、
幕
末
に
お
け
る
隆
盛
を
迎
え
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
遊
興
都
市
京
都
に
お
け
る
細
見
で
あ
る
が
、
一
七
世
紀
か
ら
多
種
多
様
な
細
見
が
残
さ
れ
て
い
る
吉
原
に
比
べ
る
と
、

残
存
数
が
大
変
少
な
い
。
特
に
一
枚
摺
形
式
の
も
の
は
、
寛
政
一
〇
年（
一
七
九
八
）版
『
祗ぎ

園を
ん 

華さ
と
の楼
遊ゆ
ふ

繁ば

栄え

』
（
４
）、
及
び
、
寛
政

一
三
年（
一
八
〇
一
）版
『
祗ぎ

園を
ん

細さ
い

見け
ん 

め
い
娼し
や
う
つ
ゑ

都
栄
』
（
５
）、
文
化
三
年（
一
八
〇
六
）版
『
祗ぎ

園を
ん

細さ
い

見け
ん 

め
い
娼し
や
う
つ
ゑ

都
栄
』
（
６
）、
同
年
版
『
祇ぎ

園を
ん

細さ
い

見け
ん 

け
い
者し
ゃ

名め
い

鑑か
ん

』
（
７
）、
文
化
四
年（
一
八
〇
七
）版
『
祗ぎ

園を
ん

細さ
い

見け
ん 
け
い
妓し
ゃ

名め
い

鑑か
ん

』
）
8
（

が
み
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。
本
史
料
は
祇
園
の
芸
妓

の
一
枚
摺
番
付
と
し
て
は
、
三
例
目
の
も
の
と
な
る
。
な
お
こ
れ
ら
の
一
枚
摺
の
板
元
は
、
初
例
の
寛
政
一
〇
年
版
の
本
屋
善
兵

衛
と
、
文
化
三
年
『
祇
園
細
見 

け
い
者
名
鑑
』
の
栄
里
軒
以
外
は
、
い
ず
れ
も
本
史
料
の
板
元
で
も
あ
る
叶
屋
喜
太
郞
と
な
っ

て
い
る
。
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叶
屋
喜
太
郞
に
つ
い
て
は
、
以
前
、
指
摘
し
た
よ
う
に
京
都
祇
園
を
拠
点
に
活
動
し
た
一
枚
摺
を
得
意
と
す
る
板
元
で
あ
る
（
９
）。

本
史
料
に
は
「
京
な
は
て
」
と
住
所
表
記
が
あ
る
が
、
文
政
八
年（
一
八
二
五
）刊
行
の
麩
屋
源
右
衛
門
と
の
合
板
『
大
江
山
千
丈
ヶ

嶽 
鬼
神
退
治
平
均
録
』
の
刊
記
に
は
、「
京
縄
手
古
門
前
」
と
あ
り
、
京
都
祇
園
の
縄
手
通
り（
大
和
大
路
）と
、
古
門
前
通
が
交

わ
る
新
五
軒
町
を
拠
点
と
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る）10
（

。
本
史
料
の
匡
郭
右
欄
外
に
は
「
嶋
原
細
見
記
」
の
広
告
が
載
り
、
ま
た
文
化

一
三
年（
一
八
一
六
）刊
『
諸
国
色
里 

価
帳
独
案
内
』
）
11
（

の
巻
末
広
告
に
も
、「
細
見
板
元 

洛
東
草
紙
問
屋
」
と
い
う
肩
書
き
で
、

『
都
み
や
こ
し
ま
は
ら

嶋
原
細さ
い

見け
ん

記き

』、『
都み
や
こ
ぎ
お
ん

祇
園
細さ
い

見け
ん

記き

』『
古こ

今こ
ん

遊ゆ
う

女ぢ
よ

銘め
い

譜ふ

』
と
い
っ
た
遊
所
関
係
の
一
枚
摺
を
掲
載
し
て
お
り
、
祇
園
の
み
な
ら

ず
島
原
の
一
枚
刷
細
見
も
刊
行
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
現
物
は
未
見
で
あ
る
。
ま
た
寛
政
一
三
年
版
『
祗ぎ

園を
ん

細さ
い

見け
ん 

め
い

娼し
や
う
つ
ゑ

都
栄
』
の
広
告
に
は
、『
祗
園
細
見 

げ
い
妓
名
鑑
』
と
『
色
里
価
附 

一
夜
千
金
』
が
載
る
。『
祗
園
細
見 

げ
い
妓
名
鑑
』
は
先

述
し
た
通
り
、
実
際
に
刊
行
さ
れ
て
お
り
、『
一
夜
千
金
』
に
つ
い
て
も
、
大
田
南
畝
の
蔵
書
目
録
に
名
前
が
載
る
こ
と
か
ら
実

際
に
刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る）12
（

。

　

本
史
料
は
芸
妓
の
細
見
で
あ
る
が
、
叶
屋
は
芸
妓
の
み
な
ら
ず
、
遊
女
の
細
見
も
刊
行
し
て
い
た
こ
と
は
前
述
し
た
通
り
で
あ

る
。
ま
た
文
化
四
年（
一
八
〇
七
）に
は
、『
女
浄
瑠
璃
見
立
寄
水
辺 

音
曲
玉
珠
筥
』
）
13
（

と
い
う
、
京
都
の
花
街
の
女
浄
瑠
璃
の
見
立

番
付
を
刊
行
し
て
お
り
、
さ
ら
に
文
化
六
年（
一
八
〇
九
）に
は
、
武
村
吉
兵
衛
と
吉
野
屋
勘
兵
衛
と
合
同
で
、
京
都
の
遊
里
に
関

す
る
事
物
や
語
彙
を
、
千
字
文
に
仕
立
て
た
冊
子
『
青
楼
千
字
文
』
）
14
（

を
刊
行
し
て
い
る
。
祇
園
と
深
い
関
わ
り
を
も
っ
て
出
版
活

動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

一
枚
摺
で
は
な
く
冊
子
体
の
祇
園
芸
妓
の
細
見
で
あ
る
『
全
盛
糸
音
色
』
）
15
（

の
安
政
四
年（
一
八
五
七
）版
巻
末
で
は
板
元
で
は
な
く
、

「
遊
女
屋
取
締
惣
代
京
屋
喜
兵
衛
」
の
名
代
と
し
て
「
叶
屋
喜
兵
衛
」
の
名
が
載
っ
て
い
る
。
遊
女
屋
取
締
惣
代
の
来
歴
や
役
割
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京都祇園の芸者細見『祗園細見芸者銘鑑 全盛糸音色』 

（77）

さ
れ
て
い
な
い
が
、
河
内
国
茨
田
郡
高
柳
村（
現
、
大
阪
府
寝
屋
川
市
長
栄
寺
町
）の
真
言
宗
御
室
派
寺
院
長
栄
寺
が
所
蔵
す
る
「
大

般
若
波
羅
蜜
多
経
奥
書
」
）
17
（

に
経
典
の
寄
進
者
と
し
て
、
祇
園
の
置
屋
の
面
々
の
名
称
と
所
在
が
載
っ
て
い
る
。
こ
の
経
典
は
、
文

化
八
年（
一
八
一
一
）に
勧
進
が
行
わ
れ
た
も
の
で
、
本
史
料
の
一
一
年
前
の
置
屋
の
名
前
が
わ
か
る
希
有
な
史
料
と
い
え
る
。
ま

た
本
史
料
刊
行
の
一
八
年
後
の
天
保
一
一
年（
一
八
四
〇
）に
刊
行
さ
れ
た
冊
子
型
芸
妓
細
見
の
『
園
の
は
な
』）18
（

に
も
、
置
屋
の
名

称
と
町
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
長
栄
寺
の
史
料
よ
り
は
、
一
〇
年
近
く
、
年
代
が
離
れ
る
が
参
考
に
な
る
。
こ
の
二
つ
の
史
料

に
よ
り
名
称
、
在
所
な
ど
を
補
い
な
が
ら
、
本
史
料
掲
載
の
置
屋
の
一
覧
を
次
に
掲
げ
る
。

　
　

祗
井
筒　
　
　

一
五
名　

井
筒
屋
定
次
郎
カ
、
祇
園
町（『
園
の
は
な
』）

　
　

三
枡
屋　
　
　

七
二
名　

三
枡
屋
勇
蔵
、
富
永
町（『
園
の
は
な
』）

　
　

あ
た
ら
し
屋　

二
四
名　

新
屋
長
兵
衛
、
末
吉
町（
長
栄
寺
）

　
　

き
ゃ
う
屋　
　

三
六
名　

京
屋
喜
兵
衛
、
末
吉
町（『
園
の
は
な
』）

　
　

近
江
屋　
　
　

六
〇
名　

近
江
屋
重
兵
衛
、
富
永
町（
長
栄
寺
）、
近
江
屋
市
太
郎（『
園
の
は
な
』）

　
　

水
口
屋　
　
　

一
六
名　

水
口
屋
伊
助
、
末
吉
町（
長
栄
寺
）

　
　

桜
井
屋　
　
　

五
六
名　

桜
井
屋
平
太
郎
、
松
湯
町（
長
栄
寺
）

　
　

う
ぢ
屋　
　
　

五
三
名　

宇
治
屋
喜
太
郞
、
富
永
町（
長
栄
寺
）

　
　

奈
良
屋　
　
　

四
四
名　

奈
良
屋
仁
兵
衛
、
末
吉
町（
長
栄
寺
）

　
　

井
上
屋　
　
　

六
六
名　

井
上
屋
伊
兵
衛
、
末
吉
町（
長
栄
寺
）、
井
上
屋
吉
之
助（『
園
の
は
な
』）

（76）

の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
板
元
と
し
て
の
活
動
の
み
な
ら
ず
、
祇
園
地
域
の
遊
女
屋
支
配
に
も
関
与
す
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。「
遊
女
屋
取
締
惣
代
」
で
あ
る
「
京
屋
喜
兵
衛
」
は
、
本
史
料
に
も
「
き
や
う
屋
」
と
し
て
名
前
が
載
る
、
祇
園
末

吉
町
の
置
屋
京
屋
喜
兵
衛
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
な
お
冊
子
版
の
安
政
四
年
版
『
全
盛
糸
音
色
』
の
「
製
本
売
元
書
林
」
に
は
、

叶
屋
喜
兵
衛
の
名
前
は
載
っ
て
い
な
い
。「
叶
屋
喜
兵
衛
」
の
出
版
活
動
は
天
保
期
以
降
確
認
で
き
ず
、
こ
の
頃
に
は
板
元
と
し

て
の
活
動
を
終
え
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

本
史
料
の
書
誌
事
項
を
以
下
に
記
す
。

題
名
：
祗ぎ

園お
ん

細さ
い

見け
ん

芸げ
い

妓し
ゃ

銘め
い

鑑か
ん　

全ぜ
ん
せ
い
い
と
の
ね
い
ろ

盛
糸
音
色

発
行
年
：
文
政
五
年（
一
八
二
二
）九
月
再
板

体
裁
：
一
枚
摺
、
縦
三
四
・
五
㎝
、
横
四
八
・
八
㎝　

匡
郭
縦
三
二
・
〇
㎝
、
横
四
六
・
〇
㎝

　

本
書
は
著
者
鍛
治
の
架
蔵
本
で
あ
る
が
、
古
書
店
か
ら
購
入
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
来
歴
は
不
明
で
あ
る
。
書
名
は
「
祇
園
」

で
は
な
く
「
祗
園
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
「
祇
」
と
「
祗
」
は
混
同
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

例
え
ば
、
冊
子
型
の
芸
妓
細
見
で
あ
る
『
全
盛
糸
音
色
』
に
は
、「
祇
園
新
地
歌
妓
名
譜
」
と
い
う
角
書
が
つ
く
が
、
慶
応
二
年

（
一
八
六
六
）版）16
（

の
本
文
冒
頭
の
内
題
で
は
「
祇
園
新
地
哥
妓
名
譜
」
と
あ
る
の
に
対
し
て
、
表
紙
に
付
く
外
題
で
は
、「
祗
園
新
地

歌
妓
名
譜
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
使
い
分
け
に
特
に
意
味
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

本
史
料
に
載
る
置
屋
、
芸
妓
の
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
五
軒
、
六
六
一
名
で
あ
る
。
本
史
料
に
は
置
屋
の
名
称
は
屋
号
し
か
記
載
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さ
れ
て
い
な
い
が
、
河
内
国
茨
田
郡
高
柳
村（
現
、
大
阪
府
寝
屋
川
市
長
栄
寺
町
）の
真
言
宗
御
室
派
寺
院
長
栄
寺
が
所
蔵
す
る
「
大

般
若
波
羅
蜜
多
経
奥
書
」
）
17
（

に
経
典
の
寄
進
者
と
し
て
、
祇
園
の
置
屋
の
面
々
の
名
称
と
所
在
が
載
っ
て
い
る
。
こ
の
経
典
は
、
文

化
八
年（
一
八
一
一
）に
勧
進
が
行
わ
れ
た
も
の
で
、
本
史
料
の
一
一
年
前
の
置
屋
の
名
前
が
わ
か
る
希
有
な
史
料
と
い
え
る
。
ま

た
本
史
料
刊
行
の
一
八
年
後
の
天
保
一
一
年（
一
八
四
〇
）に
刊
行
さ
れ
た
冊
子
型
芸
妓
細
見
の
『
園
の
は
な
』）18
（

に
も
、
置
屋
の
名

称
と
町
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
長
栄
寺
の
史
料
よ
り
は
、
一
〇
年
近
く
、
年
代
が
離
れ
る
が
参
考
に
な
る
。
こ
の
二
つ
の
史
料

に
よ
り
名
称
、
在
所
な
ど
を
補
い
な
が
ら
、
本
史
料
掲
載
の
置
屋
の
一
覧
を
次
に
掲
げ
る
。

　
　

祗
井
筒　
　
　

一
五
名　

井
筒
屋
定
次
郎
カ
、
祇
園
町（『
園
の
は
な
』）

　
　

三
枡
屋　
　
　

七
二
名　

三
枡
屋
勇
蔵
、
富
永
町（『
園
の
は
な
』）

　
　

あ
た
ら
し
屋　

二
四
名　

新
屋
長
兵
衛
、
末
吉
町（
長
栄
寺
）

　
　

き
ゃ
う
屋　
　

三
六
名　

京
屋
喜
兵
衛
、
末
吉
町（『
園
の
は
な
』）

　
　

近
江
屋　
　
　

六
〇
名　

近
江
屋
重
兵
衛
、
富
永
町（
長
栄
寺
）、
近
江
屋
市
太
郎（『
園
の
は
な
』）

　
　

水
口
屋　
　
　

一
六
名　

水
口
屋
伊
助
、
末
吉
町（
長
栄
寺
）

　
　

桜
井
屋　
　
　

五
六
名　

桜
井
屋
平
太
郎
、
松
湯
町（
長
栄
寺
）

　
　

う
ぢ
屋　
　
　

五
三
名　

宇
治
屋
喜
太
郞
、
富
永
町（
長
栄
寺
）

　
　

奈
良
屋　
　
　

四
四
名　

奈
良
屋
仁
兵
衛
、
末
吉
町（
長
栄
寺
）

　
　

井
上
屋　
　
　

六
六
名　

井
上
屋
伊
兵
衛
、
末
吉
町（
長
栄
寺
）、
井
上
屋
吉
之
助（『
園
の
は
な
』）
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会
」（
代
表
、
浦
あ
ゆ
み
）の
一
部
メ
ン
バ
ー
、
四
回
生
酒
井
光
、
三
回
生
浦
あ
ゆ
み
、
岡
颯
馬
、
唐
沢
む
つ
み
、
水
田
健
斗
、
山

田
実
李
、
吉
田
茉
友
、
二
回
生
冨
岡
尊
羅
が
分
担
し
て
行
い
、
研
究
会
に
て
全
員
で
読
み
を
確
認
し
た
う
え
で
、
鍛
治
が
最
終
的

な
確
認
を
行
っ
た
。
上
記
以
外
の
研
究
会
の
参
加
者
は
、
三
回
生
の
菅
野
妃
紘
、
田
中
守
登
、
一
回
生
の
櫻
井
萌
々
子
、
砂
﨑
有

実
菜
、
能
登
古
都
音
で
あ
る
。

注（
1
）　

江
戸
吉
原
叢
刊
刊
行
会
編
『
江
戸
吉
原
叢
刊 

第
七
巻 

吉
原
細
見 

―
―
宝
永
〜
明
治
―
―
』
八
木
書
店
、
二
〇
一
一
年
。
八
木
敬
一
・

丹
羽
謙
治
編
『
日
本
書
誌
学
大
系 

第
七
二
巻 

吉
原
細
見
年
表
』
青
裳
堂
書
店
、
一
九
九
六
年
。

（
2
）　

岡
田
万
里
子
『
京
舞
井
上
流
の
誕
生
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
三
年
。
福
原
敏
男
・
八
反
裕
太
郎
『
祇
園
祭
・
花
街
ね
り
も
の
の
歴
史
』

臨
川
書
店
、
二
〇
一
三
年
。
八
反
裕
太
郎
『
描
か
れ
た
祇
園
祭 

―
―
山
鉾
巡
行
・
ね
り
も
の
研
究
―
―
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
八
年
。

（
3
）　

京
都
市
編
『
京
都
の
歴
史 

第
五
巻 

近
世
の
展
開
』
京
都
市
史
編
さ
ん
所
、
一
九
七
二
年
。
京
都
市
編
『
京
都
の
歴
史 

第
六
巻 

伝
統

の
定
着
』
京
都
市
史
編
さ
ん
所
、
一
九
七
三
年
。
今
西
一
『
遊
女
の
社
会
史 

―
―
島
原
・
吉
原
の
歴
史
か
ら
植
民
地
「
公
娼
」
制
ま
で

―
―
』
有
志
社
、
二
〇
〇
七
年
。
森
谷
尅
久
「
色
里
大
概（
十
四
） 

祇
園
町
」（
洒
落
本
大
成
編
集
委
員
会
編
『
洒
落
本
大
成 

付
録
』
第

一
四
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
一
年
）。

（
4
）　
『
祗ぎ

園を
ん 

華さ
と
の楼

遊ゆ
ふ

繁ば

栄え

』〈
寛
政
一
〇
年（
一
七
九
八
）、
本
善（
京
都 

本
屋
善
兵
衛
）刊
〉（
斎
田
作
楽
編
『
鴨
東
四
時
雑
詞
註
解
』
太

平
書
屋
、
一
九
九
〇
年
）。

（
5
）　
『
祗ぎ

園を
ん

細さ
い

見け
ん 

め
い
娼し

や
う
つ
ゑ

都
栄
』〈
寛
政
一
三
年（
一
八
〇
一
）、
京
都 

叶
屋
喜
太
郞 

刊
〉（
前
掲
注
４
『
鴨
東
四
時
雑
詞
註
解
』）。

（
6
）　
『
祗ぎ

園を
ん

細さ
い

見け
ん 

め
い
娼し

や
う
つ
ゑ

都
栄
』〈
文
化
三
年（
一
八
〇
六
）、
京
都 

叶
屋
喜
太
郞 

刊
〉《
福
地
書
店
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
一
枚
も
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
参
照
》。

（78）

　
　

井
筒
屋　
　
　

二
八
名　

井
筒
屋
伝
右
衛
門
カ
、
富
永
町（
長
栄
寺
）、
井
筒
屋
庄
兵
衛
カ
、
富
永
町（『
園
の
は
な
』）

　
　

万
屋　
　
　
　

三
六
名　

万
屋
源
兵
衛
、
末
吉
町（
長
栄
寺
）、
万
屋
嘉
吉（『
園
の
は
な
』）

　
　

松
本
屋　
　
　

三
九
名　

松
本
屋
庄
七
、
清
本
町（
長
栄
寺
）

　
　

京
い
つ
ゝ
屋　

九
〇
名　

京
井
筒
屋
寅
之
助
、
富
永
町（『
園
の
は
な
』）

　
　

花
菱
屋　
　
　

二
六
名　

花
菱
屋

　

こ
の
う
ち
、
あ
た
ら
し
屋
に
つ
い
て
は
、「
の
ち
の
「
一
力
屋
」」
と
い
う
指
摘
も
あ
る
が）19
（

、
そ
の
典
拠
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た

花
菱
屋
に
つ
い
て
は
、
文
政
四
年（
一
八
二
一
）か
ら
同
一
〇
年
ま
で
の
祇
園
会
ね
り
も
の
番
付
に
記
載
が
あ
る
と
い
う
指
摘
が
あ

り
、
こ
の
時
期
活
動
を
し
て
い
た
置
屋
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る）20
（

。

　

な
お
本
史
料
と
同
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
『
花は
な
き
そ
い
ぎ
お
ん
め
い
ぎ
ひ
ゃ
く
に
ん
い
っ
し
ゅ

競
祇
園
名
妓
百
人
一
首
』
）
21
（

と
い
う
歌
集
に
は
、
本
史
料
に
名
前
が
載
る
「
万
屋
み

や
こ
」、「
松
本
屋
か
つ
の
」
と
い
っ
た
芸
妓
の
詠
ん
だ
和
歌
が
載
る
。
本
史
料
は
、
そ
う
し
た
当
時
の
文
化
都
市
京
都
に
お
け
る

芸
妓
た
ち
の
文
化
活
動
を
検
討
し
て
い
く
上
で
の
基
礎
資
料
に
も
な
り
う
る
。
他
の
細
見
や
、
ね
り
も
の
関
係
資
料
に
も
目
配
り

し
な
が
ら
、
さ
ら
に
は
八
坂
神
社
文
書
な
ど
に
も
着
目
し
な
が
ら
、
祇
園
地
域
の
研
究
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
京
都
大
学
総
合
博
物
館
所
蔵
祇
園
町
文
書
に
は
、
本
史
料
に
も
名
を
載
せ
る
井
筒
屋
や
万
屋
に
、
一
生
不
通
養
子
と
し
て

や
っ
て
き
た
少
女
た
ち
の
契
約
証
文
が
多
数
残
っ
て
い
る）22
（

。
今
後
、
各
所
に
残
る
同
種
の
文
書
も
含
め
て
分
析
し
、
祇
園
地
域
を

総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
最
後
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

本
史
料
の
こ
こ
ま
で
の
解
題
の
執
筆
は
鍛
治
が
担
当
し
、
翻
刻
は
、
京
都
学
園
大
学
人
文
学
部
自
主
ゼ
ミ
「
く
ず
し
字
を
読
む
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会
」（
代
表
、
浦
あ
ゆ
み
）の
一
部
メ
ン
バ
ー
、
四
回
生
酒
井
光
、
三
回
生
浦
あ
ゆ
み
、
岡
颯
馬
、
唐
沢
む
つ
み
、
水
田
健
斗
、
山

田
実
李
、
吉
田
茉
友
、
二
回
生
冨
岡
尊
羅
が
分
担
し
て
行
い
、
研
究
会
に
て
全
員
で
読
み
を
確
認
し
た
う
え
で
、
鍛
治
が
最
終
的

な
確
認
を
行
っ
た
。
上
記
以
外
の
研
究
会
の
参
加
者
は
、
三
回
生
の
菅
野
妃
紘
、
田
中
守
登
、
一
回
生
の
櫻
井
萌
々
子
、
砂
﨑
有

実
菜
、
能
登
古
都
音
で
あ
る
。

注（
1
）　

江
戸
吉
原
叢
刊
刊
行
会
編
『
江
戸
吉
原
叢
刊 

第
七
巻 

吉
原
細
見 

―
―
宝
永
〜
明
治
―
―
』
八
木
書
店
、
二
〇
一
一
年
。
八
木
敬
一
・

丹
羽
謙
治
編
『
日
本
書
誌
学
大
系 

第
七
二
巻 

吉
原
細
見
年
表
』
青
裳
堂
書
店
、
一
九
九
六
年
。

（
2
）　

岡
田
万
里
子
『
京
舞
井
上
流
の
誕
生
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
三
年
。
福
原
敏
男
・
八
反
裕
太
郎
『
祇
園
祭
・
花
街
ね
り
も
の
の
歴
史
』

臨
川
書
店
、
二
〇
一
三
年
。
八
反
裕
太
郎
『
描
か
れ
た
祇
園
祭 

―
―
山
鉾
巡
行
・
ね
り
も
の
研
究
―
―
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
八
年
。

（
3
）　

京
都
市
編
『
京
都
の
歴
史 

第
五
巻 
近
世
の
展
開
』
京
都
市
史
編
さ
ん
所
、
一
九
七
二
年
。
京
都
市
編
『
京
都
の
歴
史 

第
六
巻 

伝
統

の
定
着
』
京
都
市
史
編
さ
ん
所
、
一
九
七
三
年
。
今
西
一
『
遊
女
の
社
会
史 

―
―
島
原
・
吉
原
の
歴
史
か
ら
植
民
地
「
公
娼
」
制
ま
で

―
―
』
有
志
社
、
二
〇
〇
七
年
。
森
谷
尅
久
「
色
里
大
概（
十
四
） 

祇
園
町
」（
洒
落
本
大
成
編
集
委
員
会
編
『
洒
落
本
大
成 

付
録
』
第

一
四
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
一
年
）。

（
4
）　
『
祗ぎ

園を
ん 

華さ
と
の楼
遊ゆ

ふ

繁ば

栄え

』〈
寛
政
一
〇
年（
一
七
九
八
）、
本
善（
京
都 

本
屋
善
兵
衛
）刊
〉（
斎
田
作
楽
編
『
鴨
東
四
時
雑
詞
註
解
』
太

平
書
屋
、
一
九
九
〇
年
）。

（
5
）　
『
祗ぎ

園を
ん

細さ
い

見け
ん 

め
い
娼し

や
う
つ
ゑ

都
栄
』〈
寛
政
一
三
年（
一
八
〇
一
）、
京
都 
叶
屋
喜
太
郞 

刊
〉（
前
掲
注
４
『
鴨
東
四
時
雑
詞
註
解
』）。

（
6
）　
『
祗ぎ

園を
ん

細さ
い

見け
ん 

め
い
娼し

や
う
つ
ゑ

都
栄
』〈
文
化
三
年（
一
八
〇
六
）、
京
都 

叶
屋
喜
太
郞 

刊
〉《
福
地
書
店
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
一
枚
も
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
参
照
》。
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（81）

（
19
）　

前
掲
注
６
『
京
都
語
位
相
の
調
査
研
究
』
七
二
頁
。

（
20
）　

岡
田
万
里
子
「
井
上
流
と
人
形
浄
瑠
璃
」（
前
掲
注
２
『
京
舞
井
上
流
の
研
究
』）三
七
六
頁
。

（
21
）　
『
花は

な
き
そ
い
ぎ
お
ん
め
い
ぎ
ひ
ゃ
く
に
ん
い
っ
し
ゅ

競
祇
園
名
妓
百
人
一
首
』〈
文
政
三
年（
一
八
二
〇
）跋
、
秋
の
家
葎
月 

編
〉《
大
阪
市
立
図
書
館
百
人
一
首
文
庫
所
蔵（911.19
）：

同
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
大
阪
市
立
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
参
照
》。

（
22
）　

鍛
治
宏
介
「
と
め
ち
ゃ
ん
は
な
ぜ
祇
園
に
き
た
の
か 

―
―
古
文
書
か
ら
読
み
解
く
歴
史
―
―
」（『
人
文
学
の
す
ゝ
め
』
京
都
学
園
大

学
人
間
文
化
学
会
、
二
〇
一
四
年
）。

（80）

（
7
）　
『
祇ぎ

園を
ん

細さ
い

見け
ん 

け
い
者し

ゃ

名め
い

鑑か
ん

』〈
文
化
三
年（
一
八
〇
七
）、
京
都 

栄
里
軒 

刊
〉《
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
浮
世
絵
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
参
照
》。

（
8
）　
『
祗ぎ

園を
ん

細さ
い

見け
ん 

け
い
妓し

ゃ

名め
い

鑑か
ん

』〈
文
化
四
年（
一
八
〇
七
）、
京
都 

叶
屋
喜
太
郞 

刊
〉（
井
之
口
有
一
・
堀
井
令
以
知
共
著
『
京
都
語
位
相

の
調
査
研
究
』
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
二
年
）。
木
村
恭
蔵
「
祇
園
花
街
の
屋
号
と
芸
名
」（
木
村
『
京
こ
と
ば
の
生
活
』
教
育
出
版
セ
ン

タ
ー
、
一
九
八
三
年
）三
一
頁
。
木
村
書
に
よ
れ
ば
、
本
史
料
は
木
村
所
有
。

（
9
）　

鍛
治
宏
介
「
隠
岐
の
長
者
村
上
助
九
郎
と
長
者
番
付
」（『
隠
岐
の
文
化
財
』
第
三
四
号
、
隠
岐
の
島
町
教
育
委
員
会
・
海
士
町
教
育
委

員
会
・
西
ノ
島
町
教
育
委
員
会
・
知
夫
村
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
七
年
）。

（
10
）　
『
大
江
山
千
丈
ヶ
嶽 

鬼
神
退
治
平
均
録
』《
舞
鶴
市
糸
井
文
庫
所
蔵
本
：
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
Ａ
Ｒ
Ｃ
古
典
籍
ポ
ー
タ
ル
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
参
照
》。

（
11
）　
『
諸
国
色
里 

価
帳
独
案
内
』《
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
忍
頂
寺
文
庫
所
蔵
：
国
文
学
研
究
資
料
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
日
本
古
典
籍
総
合

目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
参
照
》。

（
12
）　
「
杏
園
稗
史
目
録
」（
濱
田
義
一
郎
編
『
大
田
南
畝
全
集
』
第
一
九
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
）四
五
一
頁
。

（
13
）　
『
女
浄
瑠
璃
見
立
寄
水
辺 

音
曲
玉
珠
筥
』（
橫
山
正
『
淨
瑠
璃
操
芝
居
の
研
究 

―
―
浄
瑠
璃
に
お
け
る
近
世
的
性
格
を
中
心
と
し
て
―

―
』
風
間
書
房
、
一
九
六
四
年
）七
二
二
頁
。

（
14
）　
『
青
楼
千
字
文
』（
洒
落
本
大
成
編
集
委
員
会
編
『
洒
落
本
大
成
』
第
二
五
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
六
年
）。

（
15
）　
『
全
盛
糸
の
音
色
』〈
安
政
四
年（
一
八
五
七
）、
京
都 
越
後
屋
治
兵
衛
・
吉
野
屋
勘
兵
衛
・
竹
原
好
兵
衛
・
平
野
屋
茂
兵
衛 

刊
〉（
新

撰
京
都
叢
書
刊
行
会
編
『
新
撰
京
都
叢
書
』
第
九
巻
、
臨
川
書
店
、
一
九
八
六
年
）四
九
頁
。

（
16
）　
『
全
盛
糸
音
色
』〈
慶
応
二
年（
一
八
六
六
）、京
都 

吉
野
屋
勘
兵
衛
他
五
書
肆 

刊
〉《
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
所
蔵（
和
／990

／
30
）》。

（
17
）　
「
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
奥
書
」（
寝
屋
川
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
寝
屋
川
市
史
』
第
五
巻
、
寝
屋
川
市
、
二
〇
〇
一
年
）。

（
18
）　
『
園
の
は
な
』〈
天
保
一
一
年（
一
八
四
〇
）、
京
都 

吉
野
屋
勘
兵
衛
・
平
野
屋
茂
兵
衛
・
竹
原
好
兵
衛 

刊
〉（
小
林
勇
「〈
資
料
紹
介
〉『
園

の
は
な
』」（『
親
和
国
文
』
第
三
六
号
、
神
戸
親
和
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会
、
二
〇
〇
一
年
））。
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（
19
）　

前
掲
注
６
『
京
都
語
位
相
の
調
査
研
究
』
七
二
頁
。

（
20
）　

岡
田
万
里
子
「
井
上
流
と
人
形
浄
瑠
璃
」（
前
掲
注
２
『
京
舞
井
上
流
の
研
究
』）三
七
六
頁
。

（
21
）　
『
花は

な
き
そ
い
ぎ
お
ん
め
い
ぎ
ひ
ゃ
く
に
ん
い
っ
し
ゅ

競
祇
園
名
妓
百
人
一
首
』〈
文
政
三
年（
一
八
二
〇
）跋
、
秋
の
家
葎
月 

編
〉《
大
阪
市
立
図
書
館
百
人
一
首
文
庫
所
蔵（911.19

）：

同
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
大
阪
市
立
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
参
照
》。

（
22
）　

鍛
治
宏
介
「
と
め
ち
ゃ
ん
は
な
ぜ
祇
園
に
き
た
の
か 

―
―
古
文
書
か
ら
読
み
解
く
歴
史
―
―
」（『
人
文
学
の
す
ゝ
め
』
京
都
学
園
大

学
人
間
文
化
学
会
、
二
〇
一
四
年
）。
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（
一
段
目
）

祗
井
筒

き　

の

　
　
　
　

里
の
改
メ 

つ　

い

ち
よ
は

琴
ノ
玉

さ
と
は

ギ

さ
と
こ

さ
と
ゑ

は
つ
こ

ひ
さ
ゑ

ゑ　

み

久
つ
る

い　

を

ひ　

な

さ　

ゑ

吉　

こ

さ
と
よ

三
枡
屋

●

小
十
七

●
△
マ
イ
ア
リ

小
八
ゑ

あ
の
は

小
と
く

　
　
　
　

●

か　

う

上
ル
リ

小
い
ち

し
か
き
く

ゆ　

き

琴

き　

つ

と
も
は

つ
る
松

さ
し
き
吉

小
い
ろ

　
　
　
　

▽△

小
ひ
で

江
戸
ウ
タ

み　

ほ

小
ま
き

小
か
の

し
か
松

ま
き
の

あ　

さ

い
ろ
は

小
ゑ
み

ゑ　

だ

小
と
く

て　

い

あ
さ
お

た
き
の

小　

竹

（84）

（
匡
郭
外
右
）

文
政
五
年
壬
午
九
月
再
板　
万
一
書
も
ら
し
候
ハ
ヽ
、
早
速

板
元
へ
御
し
ら
せ
可
被
下
候
。　

嶋
原
細
見
記 

板
元　

京
な
は
て 

叶
屋
喜
太
郞 

板

（
匡
郭
外
左
）

○
舞
け
い
事　

亀
甲
屋
ふ
き
門
弟　
　

幼
年
六
才
ニ
而　

●
サ
ケ
ノ
ミ
印
シ　
（
書
込
）「
▽△
ヤ
ケ
ノ
ミ
」

　

﹇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

﹈　　
　
﹇　
　
　
　

﹈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

△
ケ
ン
ウ
ツ
印
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

﹇　
　
　

﹈
印
シ

　

祗
園
細
見

芸
妓
銘
鑑　

全ぜ
ん
せ
い
い
と
の
ね
い
ろ

盛
糸
音
色　

全 

此
度
げ
い
し
や
名
か
ん
相
改
メ
、
御
覧
入
申
上
候

当
所
細
見
之
儀
ハ
、
寛
政
元
酉
年
遊
女
屋
株
蒙
御

免
候
節
よ
り
板
行
仕
、
指
出
し
来
り
候
。
猶
不
相

替
御
求
メ
御
覧
可
被
下
候
様
奉
希
上
候
。
か
し
く
。
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（
一
段
目
）

祗
井
筒

き　

の

　
　
　
　

里
の
改
メ 

つ　

い

ち
よ
は

琴
ノ
玉

さ
と
は

ギ

さ
と
こ

さ
と
ゑ

は
つ
こ

ひ
さ
ゑ

ゑ　

み

久
つ
る

い　

を

ひ　

な

さ　

ゑ

吉　

こ

さ
と
よ

三
枡
屋

●

小
十
七

●
△
マ
イ
ア
リ

小
八
ゑ

あ
の
は

小
と
く

　
　
　
　

●

か　

う

上
ル
リ

小
い
ち

し
か
き
く

ゆ　

き

琴

き　

つ

と
も
は

つ
る
松

さ
し
き
吉

小
い
ろ

　
　
　
　

▽△

小
ひ
で

江
戸
ウ
タ

み　

ほ

小
ま
き

小
か
の

し
か
松

ま
き
の

あ　

さ

い
ろ
は

小
ゑ
み

ゑ　

だ

小
と
く

て　

い

あ
さ
お

た
き
の

小　

竹
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あ
た
ら
し
屋

あ
や
つ
る

糸
ヨ
シ

つ
る
じ

●
●
△

小
い
し

ま
ん
よ

玉

ゑ　

い

よ
り
は

糸
ヨ
シ

む
め
じ

き　

の

小
つ
る

つ
る
お

ゆ
き
ゑ

さ
き
の

小
と
く

み
き
ゑ

よ　

の

と
も
は

ゑ　

の

　
　
　
　

ツ
ネ
ハ
妹

つ
ね
か

ギ

と
も
吉

ギ

い
し
の

マ
イ
二
丁
ツ
ヾ
ミ
琴

ゑ
つ
る

二
丁
ツ
ヾ
ミ

小
よ
の

同
マ
イ

こ
と
く
ま

同

わ
か
つ
る

（
２
段
目
）き

や
う
屋

糸
ノ
天
下
一

ま　

さ

同
玉

か　

う

●
▽△
△

ふ　

く

き
く
ゑ

あ　

さ

二
丁
ツ
ヾ
ミ
太
コ

ち　

か

同
●
△

こ　

と

●
△
▽△

千
さ
と

み
ゆ
う

ゆ
か
の

こ
ま
じ

琴
●
マ
サ
妹

ま　

の

マ
イ
ツ
ヾ
ミ

い　

つ

は
る
の

ま
さ
ゑ

失　

な

（86）

マ
イ
ア
リ

小
と
ま

こ　

の

ぢ　

う

ふ
さ
の

い
く
松

小
十
三

久　

が

と
も
お

今
き
く

し
か
ぢ

マ
イ

い
ろ
ゑ

た
き
お

む
め
は

あ
さ
ぢ

み
つ
は

ひ
で
は

ち
よ
は

き
く
ゑ

十　

九

べ　

ん

マ
イ

小
と
も

小
む
め

小
き
く

糸
ヨ
シ

か　

の

ま
つ
ゑ

小
ゆ
き

な　

み

み　

き

た　

つ

小
ふ
さ

ま
き
は

く　

の

ひ
な
つ
る

や
な
ぎ

マ
イ
ゴ
バ
ン
人
形

か
じ
の

か
じ
松

マ
イ
江
戸
ウ
タ

つ
る
介

か
め
介

マ
イ
玉

か
め
お

た
け
ゑ

マ
イ

か
の
ゑ

か
の
つ
る

く　

ま

き　

く

木　

の
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あ
た
ら
し
屋

あ
や
つ
る

糸
ヨ
シ

つ
る
じ

●
●
△

小
い
し

ま
ん
よ

玉

ゑ　

い

よ
り
は

糸
ヨ
シ

む
め
じ

き　

の

小
つ
る

つ
る
お

ゆ
き
ゑ

さ
き
の

小
と
く

み
き
ゑ

よ　

の

と
も
は

ゑ　

の

　
　
　
　

ツ
ネ
ハ
妹

つ
ね
か

ギ

と
も
吉

ギ

い
し
の

マ
イ
二
丁
ツ
ヾ
ミ
琴

ゑ
つ
る

二
丁
ツ
ヾ
ミ

小
よ
の

同
マ
イ

こ
と
く
ま

同

わ
か
つ
る

（
２
段
目
）き

や
う
屋

糸
ノ
天
下
一

ま　

さ

同
玉

か　

う

●
▽△
△

ふ　

く

き
く
ゑ

あ　

さ

二
丁
ツ
ヾ
ミ
太
コ

ち　

か

同
●
△

こ　

と

●
△
▽△

千
さ
と

み
ゆ
う

ゆ
か
の

こ
ま
じ

琴
●
マ
サ
妹

ま　

の

マ
イ
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